
Dyadic approach / もうひとつのいえづくり

事 例 検 討 会日本家族看護学会
第30回学術集会

大阪大学吹田キャンパス
保健学科講義棟2階（現地開催のみ）

2023年 9月9日（土）10日（日）
学術集会 現地開催プログラム

✓ 4〜5名のグループで、家族のアセスメント、
目標設定、支援の方向性などを自由に検討
します。

✓ ファシリテーターが伴走いたしますので、
家族看護の事例検討が初めてでも、お気軽
にご参加ください。

✓ なお、この会での検討内容は、学会以外で
はお話にならないようお願いいたします。

学術集会事務局
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻
小児家族看護学教室
567-0871 大阪府吹田市山田丘1-7

後援 公益社団法人 大阪府看護協会

運営事務局
株式会社 ユピア
456-0005 名古屋市熱田区池内町3-21
メール jarfn30@yupia.net

事例② ケアへの不安を訴え
る家族と協働関係を築こう！
〜発達障害のある子どもの

セルフケア確立に向けて〜

家族支援専門看護師 山内文
母性看護専門看護師 峰博子

事例① 認知症患者家族の
意思決定を支援しよう！
〜真のニーズを読み解くことで家族
のコミュニケーションを促進する〜

家族支援専門看護師 山口望
家族支援専門看護師 藤原真弓
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